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『横浜市がけ関係小規模建築物技術指針－がけ上 編』の策定にあたって 

 

 昨年、記録的な数の台風が上陸し、がけ崩れ等の災害が全国的に多数発生しました。横浜市内におきま

しても、台風２２号、２３号等により３００件を超えるがけ崩れが発生し、家屋等も多くの被害を受けま

した。今年も、記録的な豪雨となった台風１４号をはじめとして、大型で強い台風や局地的な集中豪雨が

頻発する等近年自然現象による災害の危険性が高まっています。 

また、平成 7 年に多くの人命が失われた阪神・淡路大震災や昨年発生した新潟県中越地震でも、建築物

の損壊やがけ崩れなどの大きな被害が発生しました。この中越地震の特徴は、斜面崩壊や地すべりが多発

し、危険な擁壁等を原因とする宅地や建築物の基礎等の被害が非常に多かったことです。さらに近い将来、

東南海地震や南海地震、東海地震等の発生が予測されています。 

このような状況の中で、市民の防災への関心はますます高まってきており、台風や大地震等によりがけ

崩れが起きても、被害をできる限り少なくする、とりわけ人命にかかわる被害は生じないようにするため

の対応が求められています。 

横浜市は、その大部分が丘陵地から構成され、起伏に富んだ地形となっており、斜面地やがけ地が多い

という特徴があります。また、昭和３０年～４０年代以降の急激な都市開発・造成による古い擁壁や風化

がすすんだ擁壁も多く存在しています。 

本市では、そのような状況のもと、戸建住宅を中心とする宅地防災、すなわち危険な宅地の改善等を促

進するため、『横浜市がけ関係小規模建築物技術指針』の作成をすすめています。 

今回公開する『がけ上 編』は、がけ上に住宅等の小規模建築物を計画する際の建築基準法及び市条例

の解釈を明確にするとともに、安全に計画をすすめるため、既存擁壁等の調査・診断や杭基礎、地盤改良

工法を採用する場合の方法を示したものです。内容的には、戸建住宅が中心となることから、比較的容易

に設計、施工監理できるよう配慮しています。 

本指針作成に際しては、学識経験者の方々をはじめ幅広くご指導、ご意見をいただきました。この場を

お借りして深く感謝申し上げます。 

最後に、より安全で安心な市民生活を実現するため、本指針に準拠して計画をすすめていただくことを

強く願っています。 
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